
 

◆農商工連携との違いは？ 
◆成功する６次産業化への取り組み方のポイント 
◆６次産業化事業成功のポイント 
・絵に描いた餅で終わらせないために  

・連携ネットワークの取り組み方 

・成功するための準備とスケジュール 

（株）クリアリンクファーム 

代表取締役 臼井 真美 
桃茶牧場／ハレニワ農園代表 

 国立筑波大学大学院修士課
程修了(ＭＢＡ)。欧米や南米ア
ルゼンチンからモンゴル等での研
修で得た知見をマーケティング活
動に活かし､６次産業化やブラン
ド戦略･販路拡大支援の指導
に活躍中。特に過疎地の販路
開拓や大都市の消費者を呼込
む「地産来消型」を提唱し,自分
でも農産物の生産販売を実践
する注目のコンサルタント。 
【著書】「厚木のサムライたち－
Ｂ級グルメの「シロコロ・ホルモン」
にみる地域ブランドの作り方」他 

「地域資源を活用した商品開発成功の秘訣」  

「食と農におけるブランド戦略と販路開拓のポイント」  

「６次産業化４回シリーズ」 ほか 

■臼井真美の他のテーマ 

＊１２０～１８０分  
＊交通費は神奈川県「厚木駅」から 

 近年、農林業者の所得の増大や地域の雇用を拡大させ、地域を元気に

する新ビジネスとして､６次産業化への取組みが注目されています。地域

で生産した農産物等を活用して､加工・製造から販売・流通まで一体化を

図るため､新たな産業を創出すると期待されます。しかし、取組んではみた

ものの、なかなか経営が安定しないという声も多く聞かれます。 

そこで本講座では､農産物の生産と畜産業を自ら経営している講師が､６次

産業の概要から､事業を成功させるポイントについて事例を交え伝授します。 
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